
交通弱者などが移動しやすい環境をつくる

建設局

めざすまちの姿

実績値は，基準年に比べ，2.2ﾎﾟｲﾝﾄ上がり，前年度に比べ，4.5ﾎﾟｲ
ﾝﾄ上がった。
【「まちづくり指標」アンケート調査結果報告書P52】

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

公共交通機関（電車，バス等）に満足している人の割合
市民アンケート調査で「市内の公共交通機関(電車・バス等)に満足
していますか。」という設問に対して，『満足』『どちらかという
と満足』と回答した人の割合。

実績値は，基準年に比べ，1.3ﾎﾟｲﾝﾄ上がり，前年度に比べ，0.1ﾎﾟｲ
ﾝﾄ上がった。
【「まちづくり指標」アンケート調査結果報告書P51】

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

交通弱者（移動手段がない人）が不便なく移動できていると思っ
ている人の割合

市民アンケート調査で「市内において，交通弱者(移動手段がない
人)が不便なく移動できていると思いますか。」という設問に対し
て，『思う』と回答した人の割合。
※H21(基準値)は「交通弱者(移動手段がない人)の人が不便なく移
動できていると思いますか。」という設問に対して「思う」と答え
た人の割合。

【快　　適】 交通弱者が不便なく行きたいところに行くことができている

市の基本方針

●地域や企業，公共交通事業者と連携して，環境負荷の少ない公共交通のサービスを充実させ，自家用車から公共交通への転換を
促進し，高齢者などだれもが移動しやすい公共交通機関の確保に努めます。
●主要な駅及びその周辺地区の公共交通関連施設について，バリアフリー化を推進し，高齢者や障がい者など，すべての人が便利
で快適に利用できる環境をつくります。また，公共交通機関の利用が困難な交通弱者には，その他の交通手段の確保にも努めま
す。

数値目標
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【グラフの見方】  

公共交通対策推進事業

(Ⅰ) 小学生等に対して，公共交通の基本的な知識を学ぶ機会を提供する。
(Ⅱ) コロナ禍の影響によりバス教室が開催できなかったため，バス・鉄道の乗り方やマナー
等を学ぶための動画を制作した。
(Ⅲ) 継続して実施する。

415

井原線補助事業

(Ⅰ) 井原鉄道の安定的な運行の継続を支援する。
(Ⅱ) 井原鉄道が行った線路や車両などの修繕等に対し補助することで，利用者の安全性等が
確保された。
(Ⅲ) 継続して実施する。

19,399

水島臨海鉄道補助事業

(Ⅰ) 水島臨海鉄道の安全・安心・安定的な旅客輸送を支援する。
(Ⅱ) 緊急輸送道路と交差する五福架道橋の耐震補強工事に対して補助交付決定を行った。
（工事完成は令和3年度）
(Ⅲ) 継続して実施する。

-

創 コミュニティタクシー事業

(Ⅰ) 地域が運営するコミュニティータクシーの運行を支援する。
(Ⅱ) コミュニティータクシーの運営主体である地元の運営委員会に対し運行費を補助すると
ともに，高齢者や障がい者，おかやま愛カードの所有者等の運賃を100円割り引くなど，利用
促進を行った。
(Ⅲ) 継続して実施する。

26,558

創 バス路線維持費補助事業
(Ⅰ) バス路線の維持及び幹線等の利便性を確保する。
(Ⅱ) 市内を運行する3事業者26路線に対し補助することで，移動手段を確保した。
(Ⅲ) 継続して実施する。

77,528

施策を推進する主な事業の評価

区分 事業名 目的(Ⅰ)／令和２年度の主な実績(Ⅱ)／今後の方向性(Ⅲ)
R2年度
決算額
(千円）

市民の重要度・満足度（R3.5アンケート調査結果）

領域
偏差値

重要度（高）
重要度 満足度

A+ 55.06 32.97

満
足
度
（

低
）

実績値は，基準年に比べ，33台増え，前年度に比べ，12台増えた。

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

市内のノンステップバス・ワンステップバスの台数 年1回事業者への聞き取り調査より

重要度（低）

満
足
度
（

高
）

●重要度に見合った満足度が得られていない（A）
●重要度が平均値より高い（＋）

Ａ：重要度に見合った
　　満足度が得られていない領域
Ｂ：重要度に見合った
　　満足度が得られている領域
Ｃ：重要度に見合う以上の
　　満足度が得られている領域

※　以上の3つの領域を，さらに2
    つに分割（3×2領域）
＋：重要度が平均値より高い部分
－：重要度が平均値より低い部分

Ａ＋，Ａ－，Ｂ＋，Ｂ－，Ｃ＋，Ｃ－

Ａ＋：重要度が高く，その重要度
     に見合った満足度が得られ
     ていない領域
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